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研究のトピックス性 

機能性食品成分の保健効果の仕組みを明らかにするには、成分摂取後の生体内、

特に、組織内における細胞レベルでの局在情報が必要不可欠です。 

一般に、摂取した物質の生体内分布を視るには、標識化工程（目印を付ける作業）

が必須ですが、私たちは、この標識化を行わずに生体組織中に存在する機能性食品

成分（緑茶カテキン EGCG）の分布を極めて簡便に可視化できるイメージング技術の

開発に世界で初めて成功しました。 

トピック性としては従来の標識化が必要な分子イメージング法では計測不可能な

微量な食品成分とその代謝物の組織内分布情報を非標識で同時に可視化できる質量

分析イメージング法を開発したことです。(学術的トピック性） 

また、このような技術開発により EGCG の生理作用の高精度な分子メカニズムの

解明につながるとともに EGCG 以外の様々な食品成分の可視化への応用が期待され

ます。さらに、この技術を応用することで、より安全で効果的な機能性食品や薬の

デザインにも役立つことが期待されます。(社会的トピック性） 

 
研究の波及効果 

従来の標識化法の欠点（時間・労働・コスト浪費・特異性問題）を克服できる本研

究の革新的イメージング技術は、その実態が不明瞭であった緑茶カテキンの保健効

果の解明に寄与するとともに、本技術を応用することで、様々な食品成分や薬剤（候

補）の簡便な局在解析と体内動態の理解に役立ちます。 

そのため、より安全で効果的な食品成分の活用に資するエビデンスの高い機能性食

品の開発や創薬における薬物動態解析、ファーマコトキシコロジー、ファーマコメ

タボロームへの応用展開が期待されます。 

 

 

 
 

 


